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№ 意見・要望内容 回  答 

1 当協会役員の減少に伴う協会の衰退化 

６５歳定年制や無給のボランティア

活動であることから新規役員の入会が

なく、更に役員の高齢化に伴い安全協

会としての交通事故防止啓発活動や学

童の見守り、交通監視活動が困難にな

ってきている。 

貴協会役員や免許会員の減少につき

ましては、活動内容を紹介するための情

報発信の機会が少ないことが要因の一

つと考えています。 

情報発信の方法には、『広報はだの』な

ど行政の広報媒体を活用する方法以外

にも、免許更新時の証紙を購入しに来た

方などに対して、窓口でチラシを配付し

活動にご理解をいただくことや、貴協会

独自のホームページを作成し、活動内容

の発信機会をさらに増やすことなどが

あり、これらの取組を行うことが重要で

あると考えます。 

本市議会としましては、貴協会の活動

や取組、そしてその功績について、市民

の理解がより深まるための周知方法等、

可能な限り貴協会を支援するように、市

に対して要望いたします。 

また、将来マイナンバーカードと免許

証の一体化が検討されており、今後の動

向に注目が集まっています。免許会員の

減少を抑えるため、貴協会の運営に影響

を及ぼすこれらの制度変更について、警

察や関係機関と連携して情報収集に努

めるとともに、貴協会へ迅速に情報提供

をするよう、市執行部に対して働きかけ

を行います。 

2 安全協会運営に伴う免許会員減少と活

動資金の困窮 

若者の免許離れと高齢者の自主返納

に伴う免許会員の減少により、協会の

活動資金が困窮している。 

3 安全協会の活動に対する市民の理解 

(1) 毎月１日の県民交通安全の日や 

１５日の高齢者交通安全の日にお

ける交通監視や学童の見守り活動 

(2) 年４回ある各季の交通安全活動と

事故防止活動期間の学童の見守り

や交通監視と広報車による広報活

動 

などの実態が理解されていないため、

『広報はだの』による広報の強化をお

願い致します。 

4 自治会交通対策部長との連携 

各自治会で交通対策部長が選任され

ているが、活動の実態が不明確で、各

支部と連携した交通啓発活動ができて

いない。 

各自治会との連携につきましては、自

治会ごとに在職期間が短いところもあ

るなど、連携が難しい部分もあります

が、市執行部に対して、自治会の担当部

署と連携し、実現に向けて取り組むよう

働きかけを行います。 

 


